
豊田市矢作川研究所 月報 

CONTENTS 
●トビケラの蛹に寄生するユスリカ 

●アメンボと名の付く昆虫 

●洪水で川底がひっくり返っても大丈夫?な川の虫 

●今月の一枚 

●第2回「矢作川 森の健康診断」報告会 

●鮎めし 

今月は…水生昆虫 

トビケラの蛹に寄生するユスリカ 
近藤繁生・間野隆裕 

ドリハモンユスリカでした（Sasa,1989）。腹部の大きな

くさび形の斑紋が目立つことから、一見して種の同定

が出来ることがわかりました。 

　ヤドリハモンユスリカの幼虫は、その後同じ水生昆

虫のウルマーシマトビケラやコガタシマトビケラ属の

前蛹や蛹に内部寄生して、生体組織を食べることが明

らかになりました（Kobayashi et al.,2003）。モンユスリ

カ類幼虫には、肉食性の種が多いのです。ヤドリハモ

ンユスリカは、他のハモンユスリカ類よりモンユスリ

カ類との共通点が多いことになります。幼虫の生活が

肉食性という共通点があるだけで、異なった二つのユ

スリカ成虫同士が体型まで似て来るというのはどう理

解したらいいのでしょうか。 

　さて、トビケラに寄生するユスリカは本種だけでな

く、小林博士によって1998年にニンギョウトビケラの

前蛹や蛹に寄生するノザキトビケラヤドリユスリカが、

新種として発表されています。トビケラ以外にも、カ

ゲロウ、カワゲラ、ヘビトンボなどに付着あるいは寄

生するユスリカが多数報告されています（林・小林,2000）。

水生昆虫類の食物連鎖など、川の中には研究課題がい

っぱい眠っていそうです。最後に、ヤドリハモンユス

リカの同定をしていただいた小林貞博士に感謝します。 

　「ユスリカ」という

昆虫がいます。吸血性

の「カ」の仲間とは関

係がなく、町なかでも、

蚊柱を作っているカの

ような虫がユスリカで

す。この仲間は大変多

くの種類がいますが、

まだその全体像がつか

めていません（Rio89号

参照）。 

　幼虫時代は水中で暮

らします。多くの種は水底や水生植物の表面にたまっ

たデトリタス（生物起源の微細有機物）、ときに水草の

組織を食べることがわかっています。そのほかプラン

クトンや動物起源の組織など身辺の好みのものを限定

せず自由に食べて生活しています。ここで取り上げる

ハモンユスリカ類の幼虫も、そういう食性を持つもの

と考えられてきています。 

　ところで、これまで矢作川流域水系では、他の水生

昆虫に寄生生活をする種の記録がありませんでした。

それが今年から始まった河畔林調査のとき見つかった

のです。今年7月27日東広瀬町の河岸道路沿いでの灯

火採集で捕獲されたヤドリハモンユスリカの雄（写真）

2匹がそれです。体長わずか6mmと小型のハモンユス

リカの仲間です。ハモンユスリカ類は、おおむね体 

型がスレンダーです。これに対してモンユスリカ類

はずんぐりしていて、外見が派手という特徴があります。

最初捕獲したとき、ずんぐりしていたのでモンユスリ

カ類の１種と見違えました。ところが小林貞博士の同

定によると、東大名誉教授であった佐々学博士が1988

年に京都の鴨川で採集され、新種として発表されたヤ 

ヤドリハモンユスリカ成虫 
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矢崎充彦 

（やざき　みつひこ、名古屋昆虫同好会 会員） 

アメンボと名の付く昆虫 

程度と極めて小型で、名前のとおり「珊瑚礁」に生息

するという特異な生態を持っています。人間の目では

とても追いきれないほど超高速で海面上を動き回りま

す。 

　カタビロアメンボ科は日本から約20種が知られてい

る超小型のアメンボの仲間です。どの種も体長2mm

～3mm程度と米粒ほどの大きさで、普通は翅のない

無翅型ですが、夏から秋には翅の生えた有翅型がよく

出現します。有翅型は肩の部分が張り出した「肩広」

の体型になります。ため池や水田などの止水環境には、

ケシカタビロアメンボ（写真3）が最も普通で、河川や

渓流など流水環境では、ナガレカタビロアメンボがみ

られます。 

　イトアメンボ科は日本から4種が知られている小型

のアメンボの仲間で、どの種も体長は10mm前後です。

名前のとおり「糸のように極めて細い体」が特徴で、

通常よくみられるのがヒメイトアメンボという種類で

す。ヒメイトアメンボは水田やため池、河川など幅広

い水環境に生息しており、水辺の植物が生い茂った場

所でよくみられます。本種によく似てひとまわり大型

のイトアメンボ（写真4）という種類がかつて愛知県か

ら記録されていますが、全国的に減少して現在ではほ

とんどみることができなくなっています。 

　水環境と密接につながっているこれらアメンボの仲

間は、生活排水や農薬などによる水質悪化で昔に比べ

てずいぶんと減少しているようです。この先将来にわ

たってアメンボ達が元気に泳ぐ姿がみられるよう願い

ます。 

　田んぼやため池、学校のプールなどで水面上をスイ

スイ泳ぐアメンボは皆さんもよくご存じでしょう。ア

メンボはカメムシの仲間で、口器がストローのような

吸汁型をしており、これで水面上に落ちた小さな昆虫

などの体液を吸うのです。 

　さて、このアメンボの仲間は、いずれも水面上を活

動の場としています。アメンボと名前が付く昆虫は日

本ではアメンボ科、サンゴアメンボ科、カタビロアメ

ンボ科、イトアメンボ科が知られています。南西諸島

に分布するサンゴアメンボ科を除き、矢作川流域では

これらの仲間が10種程度生息しており、川の流れが緩

やかな場所やワンドなどでみられます。流域の河畔林

で発生した小さな虫が水面に落下するなどして、それ

が重要な餌資源となっています。以下にこれらのグル

ープを簡単に紹介します。 

　アメンボ科は日本から約30種弱が知られており、「飴

のような匂い」を出し、細い体に長い足というのが特

徴で、ため池や水田などの止水環境に生息している種

が多くいます。種類によって好む環境が異なり、ヒシ

やヒルムシロなどの水草が多い環境にはハネナシアメ

ンボ（写真1）、渓流など流れのある環境にはシマアメ

ンボがみられます。ナミアメンボやヒメアメンボは、

ため池、河川のよどみ、水たまりなど幅広い水環境で

みられます。また、本州や島嶼部の沿岸、太平洋上に

は海水環境に適応したウミアメンボというグループが

生息しています。 

　サンゴアメンボ科は日本からただ1種、サンゴアメ

ンボのみが知られています（写真2）。体長3mm～4mm

写真1:ハネナシアメンボ 写真2:サンゴアメンボ 写真4:イトアメンボ 写真3:ケシカタビロアメンボ 
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コナガカワゲラ類の成虫（左）と幼虫（右） 

内田臣一 

　上の図は私の大学の学生の卒業研究※で、矢作川の

川岸でコナガカワゲラ類の羽化殻を探し、その多少を

地図に示したものです。別の土砂移動の研究で、土砂

は矢作ダムの上流では移動が大きく（つまり、川底の

石がひっくり返りやすく）、矢作ダム～巴川合流点間

では移動が小さく、巴川合流点より下流で再び移動が

大きくなる傾向がわかっています。確かに、コナガカ

ワゲラ類が多いのは、矢作ダム上流のように洪水のた

びに川底の石がひっくり返るような場所なので、洪水

によって川底が破壊されることによく耐えるようです。 

　一方、この虫は矢作ダムより下流ではやや少なくな

り、越戸ダムより下流では、まったく見つかりません。

再び川底の石がひっくり返りやすくなる、巴川合流点

より下流でも見つかりません。他のカワゲラ類は、こ

れらの区間全域に生息していますので、水質など一般

的な河川の環境が、下流でとくに悪くなるわけではあ

りません。残念ながら、今のところその理由はよくわ

かりません。 

　いずれにしても、この虫は川に住んでいる他の水生

昆虫とはかなり変わった虫なので、思わぬことがわか

るかもしれません。今後も注目していこうと考えてい

ます。 

　さて、もしそうだとしたら、他の水生昆虫とは違っ

て、この虫は洪水で少しぐらい川底の石がひっくり返

っても、下流に流されたり、転がる砂利につぶされた

りすることは、ずっと少ないはずです。　 

　矢作川の水の中にすんでいるさまざまな水生昆虫の

中に、コナガカワゲラ類という虫がいます。この虫は

体長1～1.5cmとカワゲラ類としては中くらいの大きさ

で、カワゲラ科の一属に分類されており、日本には8

種が知られています。しかし、まだ名前がついていな

い種もあります。 

　成虫は夏に羽化し、他のカワゲラ類と同じように翅

を背中に重ねてたたみ、矢作川でも上流の街灯や自動

販売機などの川沿いの明かりに集まります。一見して

体が全体にやや細長いものの、他のカワゲラ類の成虫

と比べて、とくに変わった特徴はありません。 

　一方、幼虫は体が他のカワゲラ類よりずっと細長く、

また背腹に扁平で、色が薄く、一目でわかります。ま

た、目（複眼）が小さいのも特徴です。 

　ところが、この幼虫は矢作川でも、全国的にもめっ

たに採れません。成虫がたくさん見つかる場所で探し

ても、同じです。それでも、幼虫が川岸にはい上がっ

て皮を脱ぎ、成虫になった際に残した脱皮殻（羽化殻）

は、かなりたくさん見つかります。つまり、幼虫は川

のどこかにいるに違いありません。 

　まだ確かではないのですが、幼虫は他の水生昆虫と

は違って、川底の下数mの深さの砂利の中や河原の地

下の水流で生活しているらしいのです。まれに幼虫が

採れるのは、川底に深くはまり込んだ大きな石をひっ

くり返したときが多いというのも、そう考える理由の

ひとつです。そう考えれば、成虫と羽化殻しか見つか

らないことも納得できます。 

 

 

洪水で川底がひっくり返っても大丈夫？な川の虫 
～コナガカワゲラ類～ 

※熊谷広芳・小谷拓也・榊原吉昭（2006）矢作川における底生動物、
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矢作川におけるコナガカワゲラ類の羽化殻の分布 
各地点で30分間に採集された数を示す 
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　今年のアユの釣果は豊漁だった昨年と一昨年に比べると芳しくないようです。古鼡水
辺公園での入漁券の売り上げは昨年の３分の１以下と聞きます。天然アユは昨年以上に
多く遡上した今年でしたが、アユが多ければ必ず釣れるわけでもないと再認識させられ
ました。例年よりも被害の大きかった冷水病の影響が尾をひいたのかもしれませんが、
関係者は首をかしげています。 
　次号では、魚類の生息環境の改善を目指した取り組みについて、天竜川・琵琶湖から
レポートします。（山本） 

2003年8月4日 
豊田市中島町矢作川右岸 
（間野隆裕 撮影） 

今月の一枚 

ツマグロヒョウモン 

　かつて珍しい南方系種でし
たが、近年は都心を中心に多
く見られるようになりました。
幼虫の餌となるスミレ類のう
ちパンジーなどの植裁品種が
広く植えられたことと、温暖
化が影響しているのでしょう。
幼虫はパンジーの害虫にもな
りますが、中型の綺麗なチョ
ウですので、うまくつきあっ
ていければと思います。 

　今年6月3日に行われた第2回「矢作川 森の健康診断」には約360人の参
加者が集まり、愛知県豊田市、岐阜県恵那市、長野県根羽村の計約5万
ヘクタールの人工林で調査を行いました。その成果を昨年に引き続き報
告書にまとめるとともに、報告会で発表します。ゲストを招いてのパネ
ルディスカッションも予定されています。皆さまのご参加をお待ちして
います。 

第2回「矢作川 森の健康診断」報告会 

第1回「矢作川森の健康診断」報告会 
パネルディスカッション 

◆日　　時：平成18年10月21日（土） 
　　　　　　午後1：30～5：00 
◆場　　所：豊田市崇化館交流館 
　　　　  （名鉄豊田市駅北へ600ｍ、愛知県豊田市昭和町2-46） 
◆問合せ先：矢森協（090-4160-9065） 
＊当日は報告会のほか、各種記念品や書籍、物産も販売する予定です。お楽しみに…。 

そう   か   かん 


